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資金流入は新設ファンドを除くと７月と同規模 

2022年８月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入をみ

ると、主として国内株式を投資対象とするファンドだけが流出し、それ以外は資金流入となった【図

表１】。ファンド全体には 5,300億円の資金流入があり、７月の 4,500億円から約 700億円増加した。

ただ、８月は新設された限定追加型のＣＢ（転換社債）ファンド（【図表２】赤太字）２本合計で 800億

円の資金流入があり、新設ファンドによって資金流入がやや膨らんでいた面がある。実際にこの新設

ＣＢファンド２本を除くとファンド全体で 4,500億円の純流入となり、７月と同規模であった。 
 

さらに８月は資産クラス別にみても、新設ファンドやＳＭＡ専用ファンド（紺棒）を除くと、７月と

ほぼ同規模の資金流出入であった。外国債券ファンドに 1,300億円の資金流入があり７月の 900億円

から増加したが、外国債券ファンドとして取り扱った新設ＣＢファンド２本とＳＭＡ専用ファンドを除

外すると、外国債券ファンドへの資金流入は 40億円程度と７月の 80億円よりむしろ少なかった。 
 

【図表１】 2022 年８月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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【図表２】 2022 年８月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA・DC 専用ファンドは除く。 
 

アクティブ型の外国株式ファンドへの資金流入がほぼ止まった 

ただ、外国株式ファンドは全体で見ると８月は７月と大差なかったが、内情がやや異なっていた。

外国株式ファンドへの資金流入は 2,500億円と７月の 2,700億円から 200億円減少した。これは、あ

くまでもＳＭＡ専用ファンド（【図表２、３】紺棒）に 300 億円の資金流入と７月の 500 億円から 200

億円減少したためである。ＳＭＡ専用ファンドを除外すると 2,200 億円の資金流入と７月と同規模で

あったが、８月はその資金流入のほぼすべてがインデックス型（【図表３】黄棒）への流入だった。 
 

つまり、アクティブ型の外国株式ファンドは個別でみると売れたもの（【図表２】青太字）もあった

が、全体（【図表３】緑棒）でみると 2020年７月から続いていた資金流入が 2022年７月に急減し、こ

の８月にほぼ止まった。８月は中旬まで７月から引き続き米国株式を中心に世界的に株価が上昇し、

さらに円安の進行も相まって外国株式ファンドは総じて好パフォーマンスであった。そのため利益確

定売りに動く投資家や、高値警戒感から購入を見合わす投資家も多かったと思われる。 
 

なお、８月にアクティブ型で資金流入が最も大きかった「アライアンス・バーンスタイン・米国成

長株投信Ｄ毎月(ヘッジなし)予想分配金提示」は、流入金額 248億円のうち 50億円程度が分配金の再

投資によるものであったと推測される。分配金の再投資を除いても 200億円前後の純流入とよく売れ

たことには変わりないが、流入金額が分配金の再投資によって 25％増しに膨らんでいたといえよう。 
 

【図表３】 外国株式ファンドの資金流出入の推移 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。2022 年８月のみ推計値。 

 ファンド名 運用会社
７月の推計

流出入
８月の推計

純流入
純資産

８月末時点
1位  JPMグローバル高利回りCBファンド(為替ヘッジあり、限定追加型)2022-08  JPモルガン･アセット･マネジメント --- 656 億円 648 億円

2位  eMAXIS Slim 米国株式(S&P500)  三菱UFJ国際投信 446 億円 503 億円 14,282 億円

3位  eMAXIS Slim 全世界株式(オール・カントリー)  三菱UFJ国際投信 294 億円 344 億円 6,476 億円

4位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 16 億円 248 億円 18,204 億円

5位  インベスコ 世界厳選株式オープン<為替ヘッジなし>(毎月決算型)  インベスコ･アセット･マネジメント 133 億円 203 億円 1,826 億円

6位  楽天・全米株式インデックス・ファンド  楽天投信投資顧問 205 億円 201 億円 6,635 億円

7位  SBI・V・S&P500インデックス・ファンド  SBIアセットマネジメント 163 億円 161 億円 6,504 億円

8位  JPMグローバル高利回りCBファンド(為替ヘッジなし、限定追加型)2022-08  JPモルガン･アセット･マネジメント --- 160 億円 160 億円

9位  ダイワJ-REITオープン(毎月分配型)  大和アセットマネジメント 139 億円 159 億円 4,461 億円

10位  J-REIT・リサーチ・オープン(毎月決算型)  三井住友トラスト･アセットマネジメント 120 億円 123 億円 4,189 億円
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外国株式のアクティブ型は２、３年で売却が膨らむ傾向があったが今回は？  

アクティブ型の外国株式ファンド、特にテーマ型のものは投資家から人気を集め大規模な資金流入

があってから２、３年後には資金流出に転じる、もしくは大規模な資金流出が起こるという傾向が、

過去にみられてきた。つまり、アクティブ型の外国株式ファンドを購入してから２、３年で手放す投

資家が多かったといえる。 
 

この８月にアクティブ型の外国株式ファンドの資金流入が止まったのは、あくまでも先述した通り

市場環境の影響が大きかったと思われる。ただ、アクティブ型の外国株式ファンドの大規模な資金流

入が始まった 2020年７月から足元、２年以上経過してきている。過去の傾向を踏まえると、２年前に

アクティブ型の外国株式ファンドを購入した投資家の一部が、そろそろ売却を考える頃合いとみるこ

ともできる。アクティブ型の外国株式ファンドはこれまで売れに売れていただけに、これから予想外

に売却が膨らむ可能性もあり、今後の動向が注目されよう。 
 

これまでアクティブ型の外国株式ファンドを購入していた投資家の一部が足元、高配当や分配金に

着目してか国内ＲＥＩＴファンドを購入しているものと推測される。実際に国内ＲＥＩＴファンドは毎月分

配型（【図表２】緑太字）のものを中心に８月も 400億円の資金流入があり、５月以降、400億円前後

の資金流入が続いている。今後、アクティブ型の外国株式ファンドが大量に売却された場合にその売

却資金がそのまま待機資金となるのか、それとも一部は他のアクティブ型、もしくは国内ＲＥＩＴなど他

の資産クラスのファンドや投信以外の金融商品に向かうのか、その動向も気になるところである。 
 

インデックス型の外国株式、バランス型の資金流入は堅調 

外国株式ファンドでも、インデックス型（黄棒）には８月に 2,200億円の資金流入があり、７月の

2,000億円から 200億円増加した【図表３】。８月は７月と異なり下旬に下落したため、その分、資金

流入が７月と比べて多少、膨らんだものと考えられる。あくまでも７月の資金流入が 2022年に入って

最小であったため、８月も特段、多かったわけではない。毎月、市場環境に左右されながらも積立投

資などに下支えされ、2,000億円から 3,000億円程度の安定した資金流入が続いている。 
 

また、バランス型ファンドにも８月は 900億円の資金流入があり、７月の 800億円から小幅である

が増加した。さらにＳＭＡ専用ファンド全体にも 1,400億円の資金流入があり、７月の 1,500億円から

比べるとやや減少したが、引き続き大規模な資金流入があったといえる。バランス型ファンドやラッ

プ口座などの簡単に分散投資が実践できる金融商品の販売も、堅調であった様子である。 
 

その一方で国内株式ファンドは、インデックス型（黄棒）を中心に８月に 500億円の資金流出があ

り、２カ月連続の流出超過となった【図表４】。８月はインデックス型以外にもアクティブ型の国内中

小型株ファンド（蛍光の緑棒）も、金額自体は 60億円と少額であったが資金流出に転じた。国内中小

型株ファンドは 2022 年に入って初めての純流出であった。８月は中旬に日経平均株価が１月上旬以

来、７カ月ぶりに２万 9,000円台をつけるなど、国内株式は外国株式と同様に中旬まで好調であった

ため、利益確定の売却が膨らんだ様子である。それでも下旬に株価下落に伴って買い直される動きも

あったため、８月通してみると資金流出がやや抑えられた。 
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【図表４】 国内株式ファンドの資金流出入の推移 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。2022 年８月のみ推計値。 

 

トルコ、ブラジル関連ファンドが好調 

８月に高パフォーマンスであったファンドをみると、景気回復が見られていることもありトルコ（赤

太字）やブラジル（青太字）といった一部の新興国単一地域の株式、債券や通貨選択型といった関連

ファンドが特に好調であった【図表５】。 
 

【図表５】 2022 年８月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2022 年８月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
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日経平均株価：

右軸

ファンド名 運用会社
8月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
8月末時点

1位  トルコ株式オープン  SOMPOアセットマネジメント 24.5 % 21.1 % 36 億円

2位  オーロラⅡ(トルコ投資ファンド)  野村アセットマネジメント 20.9 % 16.8 % 10 億円

3位  ブラックロック・ラテンアメリカ株式ファンド  ブラックロック･ジャパン 14.0 % 17.0 % 17 億円

4位  トルコ・ボンド・オープン(毎月決算型)  大和アセットマネジメント 13.2 % -24.5 % 41 億円

5位  ブラジル株式ファンド  日興アセットマネジメント 12.5 % 16.0 % 18 億円

6位  ダイワ・ブラジル株式オープン -リオの風-  大和アセットマネジメント 12.4 % 13.3 % 41 億円

7位  日興ブラジル株式ファンド  日興アセットマネジメント 12.4 % 19.0 % 17 億円

8位  ダイワ/フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド ブラジル・レアル 毎月  大和アセットマネジメント 12.2 % -18.8 % 12 億円

9位  BNPパリバ・ブラジル・ファンド(株式型)  BNPパリバ･アセットマネジメント 12.2 % 16.8 % 55 億円

10位  資源ファンド(株式と通貨)ブラジルレアル・コース  日興アセットマネジメント 11.9 % 60.9 % 96 億円


